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Ⅰ はじめに
アクティブ・ラーニングをめぐって、2012
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めんな。 C 2 高い高いくらいしかいっぱ
いしてやれなくてごめんね。 C 3 高い高
いぐらい一つだけじゃなくて、たくさんして
やろう。 C 4 高い高いしている今だけで
も喜びを感じて欲しい。 C 5 どうにもし
てあげられないことが悔しい。せめて高い高
いをしてあげよう。 C 6 たくさん食べら
れる喜びも知らないで成長するなんてかわい
そうだ。せめて高い高いをして喜ばせてあげ
たい。 C 7 せめて高い高いで辛い気持ち
が少なくなれば・・・・・・。 C 8 お前
にはこれくらいのことしかしてやれない・・










い。 C 14 かわいそうな思いをこの子には
させているなあ。せめて今だけは、この子に
笑顔でいてほしいなあ。 〈中略〉 C 33 元
気で大きく育って欲しいなあ。 C 34 この
子にしっかり育って欲しい。 C 35 元気に
育って欲しい。 C 36 大きく、大きく育っ
てくれよ。 C 37 元気な子に育ってね。
C 38 もっともっと成長するんだよ。 C 39




い。 C 42 元気で幸せに育って欲しい。
C 43 幸せな生活を送れる大人になって欲し




将来、幸せになっておくれ。 C 47 ゆみ子
には幸せになってもらいたい。C 48 いっぱ
いいっぱい幸せになれ！！ C 49 将来、一
つの喜びだけではなく多くの喜びを味わえる
人になって欲しい。 C 50 大きくなったら
一つだけの喜びではなくたくさんの喜びをも
らえるように育って欲しい。 C 51 今は一
つも喜びをもらえないかもしれないけど、大
きくなったら喜びいっぱいの幸せな大人にな




あ。 C 53 一つだけの喜びももらえるか分
からないけど、大きくなったら山ほどもらえ
るようであって欲しい C 54 喜びがいっぱ
いもらえる子になって欲しいな。〈以下略〉
以上の反応を大きく分けて C 1から C 14ま
での A タイプ、C 15から C 26までの B タイ
プ、C 27から C 30までの C タイプ、C 31と
C 32の D タイプ、C 33から C 54までの E タ
















めんな。 C 2 高い高いくらいしかいっぱ
いしてやれなくてごめんね。 C 3 高い高
いぐらい一つだけじゃなくて、たくさんして
やろう。 C 4 高い高いしている今だけで
も喜びを感じて欲しい。 C 5 どうにもし
てあげられないことが悔しい。せめて高い高
いをしてあげよう。 C 6 たくさん食べら
れる喜びも知らないで成長するなんてかわい
そうだ。せめて高い高いをして喜ばせてあげ
たい C 7 せめて高い高いで辛い気持ちが
少なくなれば・・・・・・。 C 8 お前に
はこれくらいのことしかしてやれない・・・
・・・ごめんな。 C 9 こんなことしかし
てあげられないけど許しておくれ。 C 10
ゆみ子にしてあげられるのは、これぐらい
だ。 C 11 今、ゆみ子にしてあげられるこ
とは、こんなことしかない・・・・・・。
C 12 今、お父さんにできることはこんなこ




い。 C 14 かわいそうな思いをこの子には
させているなあ。せめて今だけは、この子に
笑顔でいてほしいなあ。
このタイプの学習者は P 6 L 4「なんてかわ
いそうな子でしょうね。一つだけちょうだいと
言えば、なんだってもらえると思っているの


















































C 33 元気で大きく育って欲しいなあ。 C
34 この子にしっかり育って欲しい。 C 35
元気に育って欲しい。 C 36 大きく、大き
く育ってくれよ。 C 37 元気な子に育って
ね。 C 38 もっともっと成長するんだよ。




て欲しい。 C 42 元気で幸せに育って欲し
い。 C 43 幸せな生活を送れる大人になっ




C 46 将来、幸せになっておくれ。 C 47
ゆみ子には幸せになってもらいたい。 C 48
いっぱいいっぱい幸せになれ！！ C 49 将
来、一つの喜びだけではなく多くの喜びを味





人になってね。 C 52 将来、多くの喜びや
幸せを手に入れられるような子に育って欲し
いなあ。 C 53 一つだけの喜びももらえる
か分からないけど、大きくなったら山ほども
らえるようであって欲しい。 C 54 喜びが
いっぱいもらえる子になって欲しいな。





































































































































































































































































































































































































































































































５）溝上慎一編『Active Learning 5 高等学校にお
けるアクティブラーニング：事例編』東進堂、
2016年、28頁。
６）香田健治「指導と評価の一体化を進める視点
と実際の取り組み方」『教育課程ライブラリ
vol.3 子どもの姿が見える評価の手法』ぎょうせ
い、2016年、38-41頁における「ルーブリック
を活用した生活科における評価活動」の引用で
ある。
７）詳しくは、前掲書 5）、文部科学省、21-23頁
を参照のこと。
付記
本論稿における「授業者 T の学習指導【本時
案】」と「授業者 T の授業記録（発問と学習者の
反応）」の部分は、アクティブ・ラーニングの視点
から考察を加えるために「白鷗大学教育学部論集
関西福祉科学大学紀要第 20号（2016）
― ７６ ―
第 2巻 1号、37-56頁（生野金三）」の論稿より引
用した。前者の「授業者 T の学習指導【本時案】」
をめぐっては、課題意識を高め、学習者の思考を
活性化し、能動的学習が期待できるという観点か
ら発問の重要性について考察し、と同時に問題解
決のために「読む活動」に「書く活動」である
「サイドライン」や「吹き出し法」を導入し、学習
者の思考を活性化して読みを深めることの重要性
について考察した。一方、後者の「授業者 T の授
業記録（発問と学習者の反応）」をめぐっては、模
擬授業を振り返って（リフレクション）評価する
際、授業記録という客観的な資料を使用すること
によって、授業改善のへの確かは方途が見えると
いうことについて考察した。特に思考の可視化に
よって読みの実態を探ることの重要性について考
察した。
本論稿は、香田健治「指導と評価の一体化を進
める視点と実際の取り組み方」『教育課程ライブラ
リ vol.3 子どもの姿が見える評価の手法』ぎょう
せい、2016年、38-41頁における「ルーブリック
を活用した生活科における評価活動」40-41頁の論
稿の一部を引用した。本論稿においては、単元を
通したアクティブ・ラーニングの実際とパフォー
マンス評価として児童が作成した「思い出アルバ
ム」の評価の詳細について加筆し、考察したもの
である。
香田健治・生野桂子・生野金三 アクティブ・ラーニングの研究
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